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 物質の性質の多くは電子が担っている。第一義的には電子の持つ電荷が電気的性質を、スピンが磁気的性質を決めること

になるが、ある場合には電荷とスピンの間に相関が生じる。その一例が銅酸化物高温超伝導体である。銅酸化物超伝導体

の母物質は、電荷を動かすのに 2 eV 以上の高いエネルギーを要する絶縁体であり、それ以下のエネルギースケールではス

ピンのみが動くことができる。そこに動くことのできる電荷をドープし、スピンの動きと結合することで超伝導が生じる、というの

が現在の主流な見方である。従って、本セッションのテーマの一つであるスピンの動き、つまり、スピンのダイナミクスが電荷ド

ープによりどのように変遷して行くか、また、ドープされた電荷そのもののダイナミクスがどうなっているかを明らかにすること

は、銅酸化物超伝導を理解していく上で不可欠である。 

 従来、運動量分解能を持ったスピンダイナミクスの研究は中性子非弾性散乱の独壇場であったが、最近の実験技術の著し

い発展により、元素吸収端のエネルギーを持つＸ線を利用した非弾性散乱（共鳴非弾性Ｘ線散乱）でも測定が可能となってき

た[1]。中性子とＸ線では観測の得意なエネルギー・運動量領域が異なっており、銅酸化物においては両者を利用することで

初めてスピンダイナミクスの全体像が明らかにできる。また、共鳴非弾性Ｘ線散乱では、吸収端や偏光を選ぶことで電荷ダイ

ナミクスの測定も可能であることから[2,3]、電荷とスピン両方のダイナミクスを明らかにするという観点でも、放射光Ｘ線と中性

子の相補利用は重要である。 

 講演では、我々が行った電子ドープ系銅酸化物超伝導体に対するＸ線・中性子非弾性散乱の結果を中心に、ホールドープ

系との対比も交えながら、銅酸化物超伝導体におけるスピン・電荷ダイナミクス研究の現状と、非弾性散乱の将来展望につい

て述べたい。 
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